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國
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な
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滿
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概
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參
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に
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觀
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も
，軍
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な
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初
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ら
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の
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向
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間
に
軍
事
的
精
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く
は
.现
想
の
成

む
な
る
事
。
政
府
即
：ち
行
政
部
內
，に
於
て
軍
人
階
級
の
饅
越
を
特
色
と
す
る
政

治
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事
上
の
激
果
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國
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の
最
高
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fŝ
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此
隼
義
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め
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な
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ど
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世
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主
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意
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ず
る
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故
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に
之
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双
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せ
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'說
に
，據
れ
ば

®

國
主
義
に
は
一
一
個
の
特
別
な
る
事
柄
を
包
含
す

。

 ̂
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®

國
主
義
ど
は
國
家
に
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す
る
一
定
の
槪
念
な

>
9
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第
ニ
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念
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。
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概
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膨
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IE

當
な

W

。

' 

‘
而
し
七
國
家

'の
目
的
と

.
其
：義
務

'. 

ビ

の
'
超
'絕
的
牲
質
は
、如
何
な
る
戰
爭
の
方
法
を
も
之
：を

-
是
懿
す
。
斯
ぐ
て
道
德

も
、通

常
の
一
寫 

味
に
於
て
は
國
家
の
上
に
適
用
す
る

乙

と
能
は
ず
。
即
ち
寧
ろ
軍

_

主
義
の
爲
、新
奇

5 :
る
政 

治
道
德
の
敎
典
は
制
定
せ
ら
れ
、チ
ス
ィ
タ
敎
的
或
は
マ
キ
ア
ベ
リ
的
の
偷
理
は
表
面
國
寒
に 

適
用
せ
ら
る
れ
ど

_
も
、其
は
必

.然
個
人
の
義
務
忙
影
響
を
及
ぼ

^

く
る
可
ら
ず
。

W

士

は

尙

說

明

す

ら

，く®

國
主
義
の
思
想
は

.
以
上
の
如
く
な
る
が
、國
家
の
祖
織
.も
亦
此
思 

想
に
準
撳
し
、之
に
適
合
せ

6

。
:

既
に
國
家
の
基

■
礎
が

武
力
に
在
办
と
す
れ
ば
、其
の
第
一
の
機 

關
に
し
て
又
其
の

■
主
要
：な
る
體
現
は
陸
軍
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

’

隨
て
國
民
の
第

1

義
務
は
兵 

役

に
し
て
、苑
 

<
 
も
’健
全
：な
；「

る
55

子
は
悉
皆
兵
士

 

Z

看
做
さ
る
。
訓
練

f t

璀
隊
に
缺
く
可
ら
ざ 

る
も
の
な
れ
ば
、實
際
平
入
，た
る
と
非
箪
人
た
る
ビ
を
問
は
す
、總
て
の
國
民
は
敎
練
を
經
ざ
る

. 

可
.ら
ず
。
陸
軍
は
中
央
の
命
令
の
下
に
統
一
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ざ
る
が
故
、

if

®
ビ
一
心
同
體 

た
る
國
家
も
亦
少
な
く
と
も
、終
局
に
於

.
て
植
獨
載
的
に
：支

0

せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
。
一

®

會
的
. 

に
.も
，軍
人
社
會
、即
ち
畢
生
の
職
業
と
し
て
軍
職
を
撰
ベ
る
階

«
.

は
.俾
の
凡
ゆ
る
階
級
の
上
位 

に
位
す
。
中
央
集
權
的
組

.
織
は
：個
人
の
職
業
を
奪

a

、科
學
も

.敎
宵
も

、
#

S

長
も
大
學
敎
授
气

!

I

；

I

I

I.

|

商
業
的
.企
*

も

H

業
的
破
民
'的
膨
脹
4

主
と
し
て
以
上
ミ
：同
一
の
一
見
地
、即
：ち

國

家

の
se
力
に

. 

貢
献
す
る
て
ふ
見
地
ょ

&

取
扱
ば
れ
、而
し
て
此
軍
國
主
義
的

.思
'想
：の
勢
カ
の
卞
に
、多
少
た
ぅ 

と
も

■左
右
せ
ら
れ
ざ

〗

る
は
な
し

.0

.
此
の
如
ぐ
國
家
を
神
聖

«
.
す
る
：事
、及
び
國
家
“を
武
力
ビ
看 

,
る
觀
念
が
、人

民

の
指
導
者
，及
.び
其
多
數
徒
黨
の
腦
福
に
染
澗
せ
む
か
、他
の
衆
愚
の
擧
つ
て
之 

に
窗
從
す
る
は

.

.必
然

.?>
_

果
な
ぅ
。，
而
し
て

.
此
の

®

る
可
き
，武
力
は

-防
傷

?:
.以
て
甘
む
せ

す
、
 

遂
に
は
：當
る
可
ら
ざ
る
勢
を
以
て
侵
略
に
向
ふ
可

&

な
办
云
々
。

ブ
ロ
セ

'
ロ
陴
士
の

」

以
11
,

の
所

.說
は
、軍
國
主
義
：の
韋
義
を
購
明
し
て

.
委
曲
周

0£
殆
ど
間
然
，す

_ 

る
所
な
し
。
然
し
博
士

.の
所
謂
軍
國
主
義
ぱ

'
即
：ち
普
魯

±

の
.
_

_
主
_

を
指
し
た
る
も
の
な 

れ
ど
も
、苟
o

國
家
を
成
し
て
、隣
强
と
境
を
接

.ず

.る

以

上

は

何

れ

の
、國
に
も

軍
國
主
義
.'の
精
，
 

神
の
在
ら
ざ
る
答
な
く
、怫
蘭
西

' 
に
は

«

蘭
西
の

»

國
主

_

ぁ
_纥
侨
太
利
に
は
伊
太
利
の
軍
國 

主

り

燠

地

利

、土

’'耳
古
等

-皆
然
ら
ざ
る
は
：な
ぐ
、今
は
滅
'4し

し
/2
る
«

西
35
帝

國

の

如
1_

層 

も

此

精

刺

强

烈

な
{

し
な
卜
。/
唯
だ
普
魯
士

 

.を
：中

心

と

す

る
»逸

..

に
於
.て
填
國
主
義
は
最
ヰ 

其
特
色
を
發
挪
し
、博
士
の
所
說
の

.‘如
ぐ
、

其
思
想

.に
於
て
も

•形
式
に
於
て
も
：殆
ど
完
全
の
域
に 

雜
せ
し
，な

-,

り
。
軍

_

主
_

の
，目
，的
が
防

.
*

ド
花
る

'
以
上
は
、何
，人

も

之

に

對

し

て

異

議

を

柿

む; .

笫

十

二

卷
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f
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ぼ
生
義
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：第九號

' 

,
八

能
は
す
と

if
、其
範
：
.圆
.を
逸

.脱
し
七
侵
略
を
目
的

.
€
す
る
に

M

る

と

は

、世

.
R
此
の
如
き
危
險 

は
在
；る
可
ら
ず
。
元
來
、攻
擊
を
‘以
て
最
上
の
防
鐵
法
な
ら
ど
做
す
獨
逸

.人
は
、今
囘
の
大
®
の 

寶
任
が
自
家
に
歸
す
る

Z

と
今
や
.明

令

白

々

又

一

點

の
疑

を
容
る
可
ら
ざ
る
に
拘
は
ら
ず
、今 

尙
ほ
國
民

.を
欺
罔
む
：て
祖
國
防
«
の
戦

#

な
b

と
稱
し
つ
.、
あ
气
防
麵
か
侵
略
か
其
區
劃 

甚
だ
瞹
眛
な
り
と
雖
、獅
.逸
の
如
.き
四
面
に
敵
を
受
く
る
國
柄
に
於
て
、侵
‘害
即
ち
防

«1
の
方
法 

を
梂
る
多
少
己
む
を
得
ざ
る
事
情
も
あ
る
可
け

む
。

然
も
國
際
間
の
紛
議
を
疋
_
に
依
ら
ず 

し
て
、一

切
武
力
を
用

a

て
解
決
：せ
む
と
せ
し
獨
逸

一

流
の
鐵
攀
政
略
は
、畢
竟
#
!
©
士
軍
國
主 

..義

の

.-
®-
.取
ノ
に
出..，つ
；
る.も
：
0

:に

し

て5?

ち
.
.此

主
«
.
力
.
世

界
.の

平

和

に

取

て

危

險

な

る

所

以

.な
.
.- ̂

,

既

に

'
.
^
へ

る

力

如

く

」

，

個
の
國
家

W
し
て
世
界
列
强
の
間
に
伍
す
る
に
は
、何
れ

.
の
國
と
雖
、自 

，轉
の

>
•
ょ
.り
.も

^

内

爲

..に
^

へ

る

丄

ょ6

も

各
.々

相

.
當

の.軍
.備
を
要
..す
る
は
.勿
論
な
れ
ど

■

も
、
 

然
も
普
佛

戰
爭
ょ

.ら：

今
度
；の
大
戰
破
裂
に
至
る
約
半
世
紀
間

_

に
.於
け
る
が

如

く

.

列
强
が
殆
ど 

國
象
の
ハ
破
產
を
賭
し
て
ま
で
軍
備
の
櫥
張
を
競
爭
し
、

K

羅
巴
を
擧
げ
て
大
な
る
陣
營
と
化
.せ 

し
め
、所
謂

『

ァ
1

ム
ド
>.ビ

1

スJ

の
時
代
を
現
出
せ
し
め

し

は
、歷
史
上
類
例
，を

見

ざ

る

所

な
i
 

此
の
如
き

K

ゾ
ノ
ー
マ
ル
な
る
願
象
は
即
ち
列
强
眾
國
主
義
競
爭
の
結
來
に
し
て

'

層
適
切

F

云
へ
ば
、危
險
極
ま
：

♦

#-
魯
士
の
軍
國
主

_
 
.に
誘
惑
せ
ら
れ
て
、世
界
が
今
囘
の
大
戰
箏
を
餘 

儀
な
く
せ
ら
る

 

> 

に
至
り
し
過
程
な

6
.
し

？:
b
-
o 

•

F

:.  

'

箪
國
主
義

.な
る

’■言
：葉
：の
概
念
は
凡
を
以
上
の
如

.し
。
.
然
ら
ば
近
世

.軍
國
主
義
の
淵
源
、は
何 

處
に
之
を
求
む
可
き
や
と
云
ふ
に
此
主
義
の
發
源
地
が
專
制
武
斷
の
獨
逸
に
在
ら
ず
し
て
、却 

て
自
由
民
主
の
佛
蘭

(

西
な
る
事
は

1.
奇
.に
見
ゆ
れ
ど
も

# ;
國
'に
初
め
て
皞
國
主
義
の
發
生
し 

た
る
％
畢
竟
大
趣
命

.の
結
果

.に
外
な
ら
す
。
怫
國
大
革
命
の
序
藤
ビ
も
云
ふ
可
き
パ
ス
夕
ィ 

ル
寒
陷
落
の
後
、ラ
フ
ァ
ィ
エ
ッ
ト
將
軍
が
國
民
衛
兵

(g
a

rd
e

B.tio
n

a
l)

を
創
設
せ
し
と
き
、之
を 

以
；て

「

歐
羅
巴

0

舊

戰

，
略

を

：滕
.倒
し
て
、«

制
的
諸
，國

家

が

若

し

之

を

模

倣

せ
.ず
む
ば
結
局
敗
.戦
 

ず
可
，ぐ
、又

之

を

模

倣

し

て

も
'尙
且
其
臣
民
の
夥
顧
覆
せ
ら
る
ゝ
に
至
る
可
き
、民
治
的
に
し
て 

且
軍
事
的
な
る
制
度
な
も

」

ビ
.宣

言

せ

此

の

驚

く

可

&

豫
言
は
、佛
國
革
命
の
進
®
す
る
に 

隨
て
、其
の

眞

理
な
る

こ

と
證
明
せ
ら
れ

/2
P

O

內
に
は
康
王
員
の
叛

i l
あ
り
.外
に
は
聯
合
祺 

の
包
園
を
受
け
、然
も
常
備
，軍

は

革

命

に

化

ぶ
れ
士

氣
墮
：落
し
て
賴
む
に
足
ら
ず
、

眞

個
危
急
.存 

:G
I

の
佛
國

'は
、到
底

m

民
衛
：：

兵
の
制

.度
を
櫥

.張
し
て
、全
國
：皆
.兵

主

義

を
«

用
：す
る
の
..外
、社
/
稷
|:

> 

-■ 

. 

f
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«
,
ふ
の
途
な
か

6

し
な
り
。
楚
れ
即
ち
近

®
 

wf
國
主
義
の
發
端
な
り
と
，す
。

I

七
九
三
年

\ 

少
i
 I
日
ロ
ベ
ス
ヒ
ユ
ル
が
ジ
ャ
コ
ビ
ン
俱
樂
部
に
於
て
試
み
し
演
說
は
怫
國
の
艰
祺
±
の

危
機
を

?if
切
に

I

旅
露
せ
も
。

日
く

「

.

.

.國
家
の
救
濟
は
、諸
皙
肖
身
の
任
務
な
り
。

.

.

.
若

し
全
國
民
が
我
诹
の
敗
北
ょ
り
新
た
な
る
與
氣
を
振
起
せ
ず
む
ば
，、若
し
一
人
の
市
民
た

&
 

<
 

も
諸

1

の
¥ 

f
f i
主
を
擊
退
し
て
我
が
怫
國
を
救
ふ
こ

ビ

に
傾
倒
せ
ざ
る
者
あ
ら
ば
、

『

ほ
®』

は 

忽
，ち
滅
ぶ
可
し
。

‘
自
：由
は
#
竟
吾
人
の
勇
氣
以
上
生
存
す

る

と

能
：：

は
ず

」

ど
。
其
後
直
ち

R:
m
 

制
の
根
本
的
大
革
新
を
主
張
す
る
報
吿
書
は
國
民
協
議
會
に
海
出
せ
ら
れ
た
る
が
，其
现
由
は 

「

此
大
危
急
に
濒
し
て
姑
息
の
政
策
を
取
ら
ば
國
を
亡
ぼ

3

む
。
全
國
民
を
動
か
す
は
^

一

 

部 

を
動
か
す
ょ
り
も
：容
易
な
々
。

:

:

:
穀
物
を
藤
き
之
を
收
獲
す
る
に
必
要
な
る
者
以
外
、一
 

ノ
の

除

外

例

あ

ら

し

む

る

勿

れ」

と
云
ふ
に
.在
办
き
。
.
斯

く

て
H

國
の
人

-R
が
自
由
と
憲
法
を 

;擁
護

-L
、外
國
の

#

制
：君
：主
.及
び
其
事
隊
を
擊
退
せ
む
が
爲
、一
齊
に
奪
起
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
事 

は
宣
言
 

'せ
ら
れ
八
月

 

' 一
一
十
コ
ー
日
國
民
協
議
會
は
兵
役
年
齡
に
在
る
麟
て
の
^

子

を

永

く

^

役 

丨
S

七
し
め
た
り
典
布
吿
に

B 
く「

靑
年
は
®
線
に
赴
く
可
く

, '
既
婿
の
^
子
は
武
器
を
.造

6
 

軍
需
品
を
供
給
す
可
ぐ

’婦
人
は
天
貉
及
び
制
服
を
製
造

'し
、或
は
病
院
に

勸

務

す

可

く

、小

兒

よ

P
M

M
iai—

―

g
m

a
M

M
a

a
a

g
g

—
a
B

M
B

W
W

B
—

^

qi,

35
麻
V」

造
る
可
し
、而
し
て
老
人
は
兵
土
の
勇
氣
と
諸
國
王
に
對
す
る
僧
惡
心
を
鼓
舞
し

11
佛 

蘭
商
共
和
國

0 '
統

】

を
激
厲
す
可
ぐ
、之
を
人
民
の
集
會
す
る
，廣
：場
に
伸
ふ
可
し

S

。
此
の
如 

く
犬
革
命
の
怫
國
は

«

制
主
雜
の
外
，敵
に
當
ら
む
が
爲
、擧
國
一
致
填
國
の
務
に
服
せ
し
が
、有 

名
な
る
力
ー
ノ
の

.
佛
國
軍
制
大
拿

-新
.は
續

S

て
斷
行
せ
ち
れ
た
り
。

ナ
ボ

レ

オ

ン

一

世
は
身 

を
砲
兵
士
官
に
起
し
、又
_
ょ
ぅ
軍
事
的
夫
才
を
具

へ

左
P

し
も
、彼
.が

歐

洲

の

大

半
を

席
.卷
せ 

し
’
大
'陸

®:
は
、畢
竟
力
ー
ノ
の
徴
兵
制
度
に
則
ら
、

®

ら
‘に
之
を
職
張
し
た
る

i

の
に
外
な
ら
ず

〈 

元
來

.防
麵
方
法
ど
し
て
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
し

'®
國
の
軍
國
主
義
も
、此
の
如
く
ナ
ボ
レ
オ
ン
に 

依
て
侵
略
的
手
段
に
；利
用
ぜ
ら
れ
た
れ
ど

.も
、ナ
ボ
レ
オ
ン
の

®

國
.主
*

は
、其
實
歐
洲
の

一

般
- 

國
民
に
幸
福
を
齋
ら
じ

.た
：り
。：
何
：.ビ
な
れ
ば
、彼
は
即
ぢ
干
戈
の
力
を
用

a

て
、怫
國
革
命
の
三 

大

義

.た
る
自
由
、平

.等
、博
愛
の
福
音
を
歐
狐
諸
國

.
に

傅
撖
し
て

ff
i

世
民
丰
政
治
の
基
礎
を
確

. 

其
し
た
れ
ば
な

>

9

0

即
ち

.怫
國

「

の
軍
國
主

.義
は
、民
主

冷
_
ょ

i

.

發
出
し
て

•結
局
玛
主
♦
_
の

■ 

宣
傅
に
終
れ
る
を

.見
る
可
し
。

四

.
獨
逸
の
軍
國
主
義
，否
、

#

魯
±

の
軍
國
主
義

^

«

‘國

：：
の

軍

國

ま
:«
と

均

し〜

芫

來
.防
«

的

，
手

.
飨

十
.,
!
:卷

.-
.-

1
,

八

' 

.論” 

k
.-
-
:雜

國

廳0 '
_
 

' 

V 

.

,

第
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第

十

二

卷(

ニ
a

四)

論
.

說
.

軍
國
主
籤.の
辯
.

：
.

mJ
 

.-
ニ
：

-

段

に

出

て

た

る•も

の

な
6

。

フ
，
レ

デ

リッ
キ大王の治世及び其父フレデリッキ。クィリ
 

ア
ム

一
世
の
時
代
の
普
魯
士
に
は

^

武
心

■

む
に
し
て
箪
國
主
義
の
精
神
磅
礴
た
ぅ
し
も

、
f
 

時
は

.未
だ
傭
兵
制
度
を
採

6

て
、全

'國
皆
兵
主
義
な

&

ざ
ク

し
、が
故
、近
世
的

^

國
主
_
に
は
ぉ 

ぅ
き
。
瞀
魯
士
の
徵
兵
制
度
は
、フ
レ
デ
リ
丨
ッ
キ
；

ィ
ッ
ア
ム
三
世
が
ナ
ボ
レ
オ
ン
に
ょ
つ
て 

、
大
敗
北

?:
蒙
シ
た
る
後

•之
に
復
簪
甘

^

爲
、シ
ユ
ー
ン

.
ホ
ル
ス
ト
に
命
じ
て
、怫
國
の
軍
制
に 

模
倣
し
て
創
設
せ
し
め
：た
る
も
の
な

b

。

ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
に
於
て
、ヮ

I

テ
ル
口
 

—

に
於
て
、ナ 

ボ
.>  

オ：ン
を
破
る
に
與
づ
て
大
功
そ
奏
し
た
る
は
、實
に
燃
る
が
如
&
愛
國
心
に
蹶
起
し
た
る 

f 

,

此
.の
普

#

士
.
の
國
民
兵

」

な
.办
き
？

:

然
る
に
、普
魯
士
の

：：

軍
國
主
義

.
が.】
層
の
.
進
展
を
見
た
る
は
一
八
六
〇

.
年
以
後
の

41
-

な
6

。

:

フレテグッキ

•
クィジ

.
ア
ム
、四
世

’
晚
年
發
狂
せ
し
に
ょ

6

、其
攝
政
に

.擧
げ
ら
れ
、其
の
崩
御

.後
、

.

王
位
を
繼
ぎ
し
ク
ィ
リ
ア
ム

.一

世
は
.、オ
ル

.
ミ
ユ
ッ
ッ
の
屈
辱
を
伸
べ
ひ
が
爲
、一
八
六
〇
年
有
名 

ン
な
る
陸
軍

®

張
案
？:

普
魯
士
 

_

會
に
提
.出
せ

V

。
此
®
張
案
は
激
烈
夺
る

議

會

の
反

對

を
受 

け
た
れ
ど
も
、王
の
：目
的
は
愛
國
的
に
し
て
、決
し
て
專
制
，主
義

.に
'
は
非

.
$

き
。
王
を
し
て

.凡
ゆ

. 

る
反

^

を
'排
斥
し

£

軍
大
.
憐
張
を
斷
行
せ
し
：め

f

一
宰
相

S

.

マ
I

ク
の
鐵
血
政
略
卜

》

依

て
、普

®

士
は
幸
に

.丁
採

R

勝
ち
、燠
地
利
に
勝
ち
左
れ
ば
、最
初
連
々
に
彼
の
非
立
憲
を
攻
擊
せ 

し
自
由
主
義
者
等
；

.も
，後
に
は
却
て
鐡
血
宰
相
を
鷂
歌
す
る
に
至
：れ

b

o
旣
に
燠
地
利
に
勝
て 

之
を
獨
逸

f f
到

外

に

驅

逐

、し
®

ら
に
'
北
獅
逸
聯
，邦

を

組

織

し

た
る

普
替
士
，が

一

八

七
0

年
银 

蘭
西
を
破
て
、獨
逸
帝
國
：の
建
設
を
完
成
し
た
る
は
、固
ょ
办
當
然
の

.歸
結
な

P

き
。
普
#
士
の 

軍
：國
主
義
が
其
：目
的
と
す
る
所
、愛
國
的
に
し
て
國
民
主
義
た
る
限
ぅ
、先
づ
以
て
其
成
功
を
稱 

讃
し
て
可
な
兎
に
角
世
界
は
之
に
對
し
て
何
等
の
不
平
を
恕
へ
、又
は
故
障
を
唱
ふ
可

&
 

理
由
一
を
發
見
せ
ざ
る
な
6
-
0

:

、

1

.五 

.然
る
に
普
膂
士

 

.は
多
年
の
大
目
的
：た
る
獨
逸
統
一

の

事
業
.を

遂

ぐ

る
や
、
繼

て
其

皞

國

主

義 

を

ば
、世

界
の
平
和
，を

#

威
す
可
く
惡
用
す

る

に
至
れ

b

o

今
囘
の
大
戰
が
普

.魯

士

軍
國

主
義 

に
胚
胎
せ

し
は
、旣
に
普
ね

ぐ

P

ら

る

>
が
如

し

。

等

し

く

普

魯

士

の

軍

國

主

：
義

ど

，
稱

•
す

れ
ど 

も

現

時

の

普.魯
士
軍
，國
主
義
を
シ
工

1

ン
ホ
ル
ス
ト
時
代
若
く
は
ビ
ス
マ
ー
ク
時
代
の
.其
れ 

卢
比
較
す
る
ヒ
き
は
、前
者
に
於
て
殊
に
特
色
の
濃
厚
在

.る
も
の
あ
る

-
が
故
、少
し
く
現
代

^

®
 

士
軍
國
主

_

發
.展
の
徑
路
に
溯
て
說
述
す
る
の
要
あ
る
可

.し
。 

、
 

辦
十
ニ
怨
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二
八
：
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論

說

還

I

の辯 
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九

號
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パ
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齡
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說

SI
C
i l
主
義
の
辯

. 

饿
九
號

,

一

四

普
魯
士
の
軍
國
主

«

を
明
か
に
了
解
.せ

ん
^

欲

せ

ば
*

じ
めf

自
由jv

j

云

ふ

，
觀

念

に

.
對

し

.
て
、
.

;»
#

人
ビ
其
他
の

-
西
歐
人
す

.0

間
に
.
甚
だ
し
き
相
，違
ぁ
る
こ

>

士
知

6

ざ
る
可
ら

^

0
'紐
逸 

人
の
主
張
す
る
所
に
據
れ
ば
、

「

自
由
は
實

R

完
全
な
る
人
間
の
刻
印

.た
， .

る

可

し

。

杣

象

的

に

云 

へ
ば
、自
由
は
'
實
/に
人
の
子
等
の
凡
ゆ
る
相
互
の
關

#
_

に

於

て

願

は

し

き

事

た

，る

可

し

。

然
も 

吾
々
獅
逸
人
に
對
し
て
は
、獅
斷
的

.
に
爾
か
云
ふ
能
は
す
。

e

•し
社
會
的
生
存
の
狀
態
が
今
日

'

V 

. 

の

如

く

非.

h

ら

办

，
に

ほ

、
人

類

を

ば

、
拘

束

な

.き
自
由
の
行
使
に
.
_
練

す

る

こ

と

を

經

險

す
.る

も

•

.

.

.
: 

. 

.

.

.

.,
:
•
• 

. 

. 

, 

r  

.

亦
可
な
ら
む
。
然
れ
ど
も
今
日
の
如
き
人
間
生

®

の
範

a

內
に
，於
て
、併
か
も
支
配
者
及
び
立 

.法
者
に
與
へ
ら
れ
た
る
權
限
內
に
於
て

.、吾
人
は
人
民
の

.
意
志
及
び
威
情
の
恐
る
可

&

潮
流
を

.

.
 

■.
■
*
&
JI
:

o

る
堤
防
を
開
放
せ
む
ど
企
つ
る
杯
ど
は
、到
底
思
考
す
る

こ
と
能
は
ず
。
政
府
及
び 

社
會
組
織
の
眞
個
，

.の
，
目

的

は

，
他

の

方

面

：
に

於

て

.之
を

.求
め
ざ
る

.
可
ら
ず
。
吾
人
は
自
然
人
を

自

r£
l

な
ら
し
む
可
く

.訓
練
す
る
乙
ど
を
目
的
ビ
せ
ず
。
吾
人
は
自
然
人
，を
ば

^

に
%
し

て

一

.

,

 

>

.
 

.

• 

■
.

層
高
き
一
層
賢
き
權
威

0

の
用
に
供
す
可
く
訓
練
す
る

1 :
^

て
目
的
と
す
。

.

吾
人
の
目
的
は
：

無
智
な
る
自
然
人
を
啓
發
し
、耦
き
派
を
役
立
つ
可
ぐ
强
か
ら
し
め
、訓
練
な
き
彼
を
ば
固
き

f 

念
の
下
に
服
從
せ
し
む
可

^

物
質
的
並
び
に
精
神
的
狀
態
.を
確
立

.す
る
に
在
り
。
菩
人
の
目

.

.

.

.

■  
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■
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的
_は

各

自

：私

の

想

像

及

び

性

癖

を

有

し

、無

限̂

異

れ

る

氣
_質
'
及
.
び

雜

ガ

を

：具

へ

て

、夫

れ

く

.

の
.
狹
き

範

園
内
に
於
て
は
.之
を
善
用
す
る
乙
と
能
は
ざ
る
孤
獨
に
し
て
氣
ま
ぐ
れ
な
る
同
人 

て
ふ
堪
位
ょ

$

し
：て
、神

.0
最
高

'目
的
を
遂
行
す

.可
§

確
固

.
に
し
て
自
制
ぁ
り
輝
|
せ
る
咨
勝 

の
®:
隊
を
組
織
す
：る
ね
在
：

b

o

此
の
如
く
し
て
吾
人
は
各
人
に
向
て
、西

歐

人

の

听

謂

自

由

に

/

一.

非：

ず
し
：て

I

何

と

；な
れ
，：ば

凡

ゆ

る

歷

史

の

證

明

す

る

が

如

く

此

の

.如

き

自

由

は

畢
«

a

M

•.
 

. 

■
、

…

i: 

' 

- 

- 

.

.I

ど
無
政
府
ビ
を
逄
出
す
名
に
過
ぎ
ざ
れ

.ば一
-

此
の
偉
な
る
言
葉
ょ
り
も
一
層

1

逾
ぁ
ぅ
ビ 

吾
人
の
信
ず
名
者
、即
ち
個
人
の
創
造
，決
定

®

く

は

同
.意
に
依
る
に
非
ず
、又
個
人
が
自
か
ら
‘撰

. 

び
た
る
目
的
の
遂
行

^

^

依
ら
ざ

.
る
、唯
だ
正
.當
に
し
て
崇
敬
す
可
き
權
威
に

全

然

服
侔
し

て
 

始
め
て
生
す
る
自
由

®

ち
惟

i

天
使
の
み
^
れ
る
自
由
を
與
る

S

り」

と
。(R

o
u
n
d

 T
a
b

le
；  

M
a
rc

h

 

I
9
I

00
.*
P;P. 2

6
5
-
6
)  

; 

-■

\

以
上
は

R
o
u
n
d

 

T
a

b
le

の

：一
寄
書
家
が
引
用
せ
る
出
處
'不
明
の
一
節
な
る
が
、下
文
に
述
べ
む 

v

す
る
へ
ェ
ダ
ル
、ニ
ィ
チ

H
、

ト
ラ
ィ
チ
ケ
等
の
所
說
と
固
ょ

 

>
 
同

1
.

論
'據
に
因

*

す

る

思

怼

. 

た
る
や
言

-̂
埃
た
す
。
西
歐
人
を
し

.て
云

.は
し
む
れ
ば
、此
の
如
，き
自
由
は
自
由

‘に
非
ず
し
て
，

堪
制
獅
裁
の
變
形
な

h

と
觀
る
可
し
。
佘
は
今
玆
に
是
れ
と
對
照
し
て
英
米
及
び
西
歐
に
行

第
十
二
卷
，

(
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1

0
^
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一五



.

苹

l
,
_ 

u
i

A
's
論

0

準爾主

I

辯
：

_ 

第九號、

一六

_

は
る
.
、
自
由
の

.意
義
：
?:
說
述
す
る
の
遑
を

.有
せ

.ざ
れ
と
も
，

'®
.逸
人

b

所
譖

『

自
由

』

ど
，ロ
ッ
ク
、ヒ
 

ユ
I

ム
に
起
因
し
ル
ク
ソ
少
、グ
ォ
ル
-グ

I

ア
等
を
經

v

怫

國

革

命

を

惹

鮮

し

、
遂

...に

世

界

に

尊
 

播
す
る

R

至
り
し

『

自
由』

と
何

.ぞ
夫
れ
徑

.庭
の

.甚
だ
し
き
や
。
國

.民
生

活

の

精

神

的

喪

素

た

'る 

自
由
の
概
念
に
於
て
旣
に
か
ぐ
顯
著
な
る
相
.違

あ

り

。.
普
魯

±

堪
國
'主
翁
の
爾
餘
の
軍
國
主 

義
に

.比
し
セ
著
大
な
：る
特
色

.を
發
揮
せ
る
，決
し
て
怪
ひ
に
足
ら

ざ

る
な

t

現

代

普
#

士

零

國

主

：義
.の

糚
神
は
、卿

逸

思

想

界

.の
一
一大

偉

人

力

ン

ト

ビ

ゲ

ユ
テU

淵

源
せ 

b
,

ビ
云
は
る
カ
ン
ト
の
敎
へ
た
る

*

務
て
ふ
事
と
、ゲ
工
テ
が
敎
へ
且
實
踐
し

/
a

る
自
己
修 

•
:&

,て

ふ

事

は

夫

れ

^

-

與
^

た
る
進
展
を
遂
げ
、而
か
も
多
大
の
變
化
を
衆

6

た
る
が
、遂
に
是

. 

等
の
雨

思

想

は
化

♦
し

て
、今
日
の
普
魯
士

軍

國

主

_
の
要
素
を

a
成

す
る
に
至
れ
ぅ
。

.

先
づ

.第

i 

s
;

潮
：ょ

-
-述
べ
む

.に

.力
ン

ト

の
道
徳
の
法
則
に
服
從
す
可
き
絕
對
的
_
務
所 

_

無
丄
命
令
の
敎

_

は
献
身
と
公
民
の
義
務
を
說
き
た
る
フ
ィ
フ
一
グ
に
依
て
祖
述
せ
ら
れ
、頭 

家
は
人
民
の
意
志
を
具
體
し
た
る
者
な
る
が
故
*行
政
府
の
命
令
は
必
す
服
從
せ
ら
れ
ざ
る
可 

ら
ず
と
敎
ヘ
ら
れ
た
九
ア
ル
ン
ト
及
び

キ

ョ

ル
ネ

^

は
激
越
な
る
擎
法
を
用

a

て
、以
上
の 

i 1
論
を
唱
道
し
た
る
力

K

ら
に
.此
思
潮
.は
國
家
が
精
神
の
成
果
た
る
事
を
唱
へ
た
る
へ
ェ
ゲ

,

に
依
て

.
一
層
の
進
诞
を
遂
ザ
、遂
に
國
家
を
殆
ど
神
の
座

'に
權
ぎ
上
げ
た

.

C
V
O

，ク
ラ
ゥ
ゼ
ク 

ク
、亦

國

民
各

.a
の
市

&

に
服
す
る
義
務
を
力
說
し
た
る
が
、ト
ラ
イ
チ
ケ
に
至
て
此
國
家

k
 

上
說
は
殆
ど
其
頂
點

k

a

せ
ぅ
。
普

®

士
の
跟
國

.主
_

が
常
卿
を
逸
し
て
、遂
に
今
度
の
世
界 

的
大
炎
藉
を
雜
致
せ
し
に
與
て
、ト

，

フ
イ
チ
ケ
の
政
治
哲
學
及
び
彼
の
說
に
比
し
て
一
層
生

«
 

,

/

へ
，
シ

イ

ー

テ

ィ

ー

の

戰
#

刺
■

論
に
負
ふ
所
大
な
る
も
の
ぁ
る
を
以
て

/ i
に
皮
等
の 

所
說

'を
稍
々
詳
細
に
：紹
介
す
可
し
。

大
.歷
史
家
ト
ラ
イ
チ
ケ

.
は
'

方
に

.
於
，て
へ
テ

•ケ
ル
の

©

學
、他
方
に
於
て
は
彼
が
親
し
く
目 

擊
し
，た
る
戰
勝
て
ふ
'
歷
史

.的
事
實
の
成
果
.な

t

然
f

ぐ

工
ゲ
y

は
國
家
が
武
力
に
依

.て
立 

つ
て
ふ
思
想
を
斥
け

1>
\

此
；思
想

0

表
現
を
目
前
の

.事
實
に
觀
た
る
ト
ラ
イ
チ
ケ
は
固
く
此

. 

說
を
信
奉
せ
り
？

彼
，は
其
著
'：

p
lk

に
於

て
、何

人
ょ
り
ネ
明
白
に
.、竿
神
的
實
體 

家
論

y
j

、武
力
を

S 
0
.

€

ず
.る

國

家

觀

ど

を

結

合

せ
b
 

o
此

.の

如

き

理

論

ょ
り

し
，

家
の
，最
高
表
現
に
.し
て
、戦
爭
は
其
第
一
の
.職

務

な
h

ビ 

'の
，結
論
は
生
ずo

彼
は 

最
も

4

絕
し
た
る

®

國
策
な
り
、戰
爭
に
敗
て
は
じ
め
て
國
民
は
眞
正

.
の
國
^
ビ 

爭
は
實
に
國
家
の
疾
病
に
對

'す
る
根
本
的

®

藥
な
り
を
。

-
又
日
く

「

生
命
ぁ
る
神

第
十
ご
卷

C  

ニ
'八
： ^
論
旗

.

i

國
違
の
辯

; :
_ 
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0
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一 は な ' 日 て ふ  

七 人 る 〈 陸、 し 

間 な 戰 軍 て  
に り 爭 が の  

對 戰 は 國 國



第
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ニ
九
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論
說
軍
國
主
義
の
、辯

 

第
九
鄉
.

！：

八 

す
る
苦
藥

M

し
て
、戰
領
が
絕
へ
ず
發
生
さ
れ
む

i

と
に
注
意
：す
可
し
，

.，
:
:
:

戰
爭
は
休
北
せ
.：
 

し
む
る
能
は
す
、戰
爭
は
國
家
が
他
の
主
權
を
有
ず
る
諸
國
家
を
支
配
す
る
に
至
る

s

、̂

lh
す 

る
能
は
ざ
る

.
可
く
、又
休
止
せ
し
む
可
ら
中

」

ビ
。
此
の
如
き
ト
ラ
ィ
チ

グ

の
.見
解
は
遂

i

家 

に
は
征
服
の
權
利
ぁ

b

、又
植
段
の
權
利
ぁ
る
こ
と
は
世
界
的
に
承
認
せ
ら
る
、

•所
な

.
5
.、自
己 

保
存

0

本
能

.
は
、戰
爭
ビ
な
り
、征
服

^
,
な
b

一、結
局
戰

#

?:
•
以
て
文
明
の
頂
點
な

b

と
す
る
ベ
ル 

ン
ハ
ー
デ
ソ

I

を
始
め
一
其
他
多
'く
の
獨
逸
著
述
家
に
依
て

'

層
.露
骨
に
ー
層
粗
笨
に

.
祖
«
せ 

ら
れ
た

6

°

力

(m
ig

h
t)

は
權
利

(rig
h

t)

ど
し
て
承
認
せ
ら
れ
、か
く
て
シ
ラ
ー
の

.有
名
な
る

r
u
h
e 

W
e
ltg

e
s
c
h
ic

h
te

 

is
t  

d
a
s  

W
d

tg
e

ric
h

te
，(
世
界
歷
史
は
世
界
裁
剑
所
な

1

て
ふ
格
言
は
、

8

史
の

m
 

決
I

別
言
す
れ
ば
成
功
丨
は
正

•
し
き
も
の
を

^

認
す
る
意
味
な
ぅ
ど

®

せ
ら
る

>
に
至
れ
ぅ
。

■:
,
.

穴
：

.

グ

H  

.テ
0

自
己

修
養
，
の
敎

_

に
；發
出

し

た
る
第
こ
の
思

.潮
は
、
_
己
及
び
自
識
を
含
む
だ
る 

意
志
を
以
て
根
本
原
理
：

W
.

す
る
シ
ョ
ッ

5

ド

ク

1

に
依
て
、一

.
層
の
進
展
を
見
た

b

。
次

K

自 

己

修
養

並
び
に
意
力
の
支
配
て
ふ
思
想
は
、玆
に
ダ

1

ク
ィ
ン
の
進
化
說

S

結
合
し
て
.
ユ
ィ
チ 

エ
の
超
人
論
は

.
發
生
せ
ら
。

モ
ィ
チ
ェ
の
哲

k
十
は
英
米
人
の
所
謂
普
魯
士

.主
義

(p
3

s
s
ia

B:s
m

)；

の
极
本

.的
敎
條
を
成

せ
P 

:-
0

ぐ「

戰
爭
と
勇
氣
と
は
人
が
其
同
胞
に
對
す
る
愛
ょ

-C
S

も
迤
に
偉
大
な
る
事
を
遂
げ
た

0
,
^
0 

彼
は
人
の

1

生
を
以
て
他
人
芯
の
術
突
即
ち
生
存
の

'競
爭

$

看
做
甘

K
y
o
而
し
て
此
競
领
に 

於
.
て
は
自
己
主
張
は
即
ち
最
大
の
法
則
に
し
て
、權
カ
を
濺
む

^

の
，意
思
は
：成
功
の
赞
鏈
な
り 

と

せ
ら

.る
。

彼
位
.又
、此
世
界
に
於
て
は
道
徳

(m
o

ra
H

ty)：  

‘は
何
等
の
地
位
を
有
せ

t '
m

德
と
は 

畢
竟
之
に
依
て
强
遨
の
支
配

'5
:

牽
制
せ
；む

こ
と
を
希
ふ
弱
者
の
哲
學
な
り
と
嘲
笑
せ

K
V
O
饮 

に
彼
は
、眞

.に
偉
大
な
る

A

問
即
ち
超
人

?

p
ie

n
)

■は
他
人
に
對
し
て
無
情
な
る
が
如
く
、自
己 

に

對

し

て

も

無

情

な

：る

人

な
6

0

而
し
て
彼
は
？弱
者
に
對
し
て
之
を
輕

K

し
之
を
憐
愍
す
る 

意
味
に
於
て
寬
大
な
れ
ど
も
、彼
若
し
强
い
て
權
力
を
獲
得
せ
む
ビ
欲
せ
ば
、苦
痛
も
恐
怖
も
愛 

も
友
傾
も
將
左
又
名

#

も
悔
恨
も
彼
を
抑
制
す
る
こ
と
雜
は
ず
と
說
け

6

。
彼
は
尙
ほ

«

\
 

を
.說
明
し

V
.、

超
人
と
は
努
め
て
自
か
ら
修
養
し
、自
か

'.ら
克

B

し
.て
自
己
を
ば
其
儕
薄
ょ

p

f
 

優
'越
の
地
位

R

引
上
ぐ
、る
、即
ち
最
初
は
弱
き
自
己
•
に
'對
し
て
、後
に
は
其
隣
人
に 

R

戰
宰
の
狀
態
に
在
る
人
の
謂
な
り
一
力
は
權
利
な
ぅ
&
に
强
き
人
は
其
の
欲
す 

を
支
配
す

.

.る

乙

ビ
を
得

.^
隨
て

>
之
：を
，支

配

す

可
§

な

と

：謂
.へ：

P

デ

第

十

系

P 

霹

嫺

.
堪
璧
徽
轉
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镇

九

號

ニ

0 

二
イ
チ
土
が
か
く
熱
心
に
唱
道
し
穴
る
超
人
哲
學
は
惟

h

獨
逸
の
み
に
止
ま
ら
す
，自
山
骑 

辦
個
人
生
義
の
民
主

'國

に

於

て

^
漸
く
信
奉
せ
一
ら
る 
> 

に
至
办
し
が
、然
4

此
®
學
が
爾
か
ぐ 

全
然
政
府

|

織
>の
$

礎
を
成
せ
る
こ
と
獨
逸
の
如
く
遥
し
き
は
在
ら
す
。
^
し
ニ
イ
チ
エ
の 

F

說
の
如
く
人
生
が

^

?:1

切
顧

^

す
、
一
向
各
自
の
意
.思

を

遂

げ

む

と

す

る

同

人

ビ

四

人

と 

.の
狂
激
な
る

■生
存
競

#

な
f

と
せ
ば
、忍
.容
す
可
き
社

#

を
.連
設
す
る
を
得
る
唯
一
の
希

-^
ょ
、
 

社
會
の
中
央
に
在
々
て
、他

.
0
凡
て
の

.意
志
を
し
て
强
い
て
服
從
せ
し
む
る
權
カ
者
を
*
立
す 

る
の

.外
な
し
。
即
ち
觀
る
可
し
、ニ
イ
チ

H

の
哲
學
は
究
極
に
於
て
へ
ユ
ゲ

ザ
、ト

ラ
イ
チ
ヶ
等 

の
國
家

-觀
と
緊
し
く
：

.

|

致
.す
る
を

。
.

.
此
の
如
く
し
て
ヵ
シ
ト
ど
ゲ
：工
夕
に
凋
源
せ
る
ニ
個
の
思
他
ば
相
合
し
て
一
つ
と
な
れ
り
。
 

即
ち

®

し
强

&

A

ゲ
支
：配

し

得

る

な

ら

ば

、强

き

國.家
も
亦
支
配
；し
得
べ

.

しo

: '
フ
ィ
フ
テ
は

®
 

逸
人
に
向
て
、彼
等
ば

«

民
な
ぅ
と
說
き
し
が
、久
し
く
閑
却
せ
ら
れ
た
る
此
思
想
は
ゴ
ビ
ノ

1
 

の
.
著
書
幷

び
に
其
後
ヲ
ル

ト

マ

ン
及
び
チ
ャ
ム
パ
レ
ー
ン
の
唱
說
に
依

.て
勢
を
囘
復
し
、遂
に 

獨
逸
人
は
正
直
に

.，彼
等
が
刺
の
選
民
に
し
て

0

逸
は
世
界
を
支
配
す

.可
き
運
命
を
有
し
、

f t

.:爾 

か
す
る
の
實
カ
を
具
る

.®
a

家
亦

P

と
め
妄
想
を

«

く
に
至

：
れ
も
。

.

.• 

.

:

•!
.
. 

. 
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. 

, 
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- 

■ 
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. 

-

< 

- 

■

之

を

：
喪

す

：
る
、
' に
、現
代
.の

：
普.
# 
士
軍
.國
主
.義
.は
，
一
方
に
於
て
源
：を
：力
.ン
ト

0 .
-

.

_

«
に
發
し

> 

ト
ラ
イ
チ
ケ
、ベ
ル

X

ハ
1

デ
.
ィ
丨
に
至
て
.頂
點

k

達
せ

‘
し
國
家

.至
：.上
說
，戰

#

神
聖
觀
が
他
方

.

.

に
於
て
、ゲ

H

タ
の
自
己
修
_
訓
に
由
發
し
て
ニ
ー

 

イ
チ
エ

.
の
超
人

®

學
に
ょ
つ
て
完
碑
せ
し

®
,

,

.®
S

る
主

a

生
義

r\
3,

相
抱

.合
;1
.
:て
' 
其
.基
礎
を
成
せ

^

C
S

ど
謂
ふ
可
し
。

.
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” 

,
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'
•
'
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.

:

此
の

.如
き
背
景
を
控
へ
た
，る
普
魯
士

_.の
軍

.國
'主
義
が

«

近
.數
十
年
の
間
絕
へ
ず
世
界
の
卒 

I

和
を
脅
威
す
可
く
害
用
，せ
ら
れ
し
.
乙
ビ
、決
し
て
.；怪
^

に
.足
.
ら
ず
。

況

や

野

々

常

.に
：\  

V
.

.デ

グ
：ッ
キ
大
王
.及

び

ナ

ボ
レ

オ

ン
に
.
私
淑
.
し

て

功

名

を

夢

み

し

現

：皇

帝

-ク

ィ

ルへ
ダ
ム

ニ
世 

を
君
主
に
戴
け
る
に

於

V

を
，
や
。(

夫
の

遼
：東
竿
鳥
還
附
を

.日
本
に
，通
ぅ
し
三
國

汗

涉

事

件

以 

來
、最

近

に

は

前

後
三

囘

の

モ

ロ

ッ

コ

事
件
，塊
地
利
の
ボ
ス
二
ア
、

へ.
ル
ッ
，
ゴ
：ビ

'.ナ
併
合
事
昨

.

等
カ
イ
ゼ
ル
の
所
訊
鐵
攀
政
策
を
用
ひ

'て
對
手
の
諸

_

を
.
脅
嚇
せ
し
.辛
辣
な
る
觸
逸
の
外
交 

は
、此

’
の
危
險
極
咬

.る
普

'
@
士
',の；银
國
主
義

.に
因
由
せ

.ず
む

«

非
ず
？ヶ
イ
ブ

V
.デ
大
學
近
世
也 

if
師
ホ 

\
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中
の
 

j  

節
は
、普
.̂
兩 

國
の
取
國
主
義
を
比
較
し
て
肯
綮
を
得
た
る
も
の
ぁ
れ
ば

&

に
之
を
引
用
せ
む
。

日
く 
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十

l

i

C

一九
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論

說

紙

國

主

義

0

§

 

ニ
ニ

「
如

上
の

,
0
令
し

.き

.戦
勝
は
隣
接
諸
國
民
ー
を
し
て
普
魯
士

0

軍
隊
を
模
倣
せ
し
め
，此

の
如
く 

し
て
歐
羅
巴
は
又
も
や
大
な
る
陴
營
匕
化
せ
ぅ
。
然
し
で
其
結

*

は
.

®
だ
明
白

s

i

ナ 

•ホ
レ
オ
ン
が
當
初
；專
ら
防
領
的
た
り
し
人
民
の
眾
隊
を
ば
征
服

.の
目
的
-に
向
け
た
る
と
均 

し
く
、力
ィ
ゼ
A
+
:
は
本
來
祖
帝
が
主
ビ
し
て
防
麵

‘の
爲
に
集
積
し
た

6

し
莫
大
な
る
兵
員
ビ 

武
器
と
金
錢
ど
を
濫
用
し
た
る
な

6

0

最
も
甚
だ
し

&

は
一
八
六
六
年
ょ
&

一

 

八
七
〇
年 

の
間
に
、普

#
土
を
し
で
獨
逸
の
統

'一
を
遂
行
せ
じ
め
た
る
國
民
的
軍
隊
を
ば
、

小
弱
な
.る
隣 

邦
?:
蠶
食
し

1:
自
_

の
膨
脹
を
訐
る
可
く
惡
用
し
た
る
事
な
故
に
第
二
十
世
紀
に
於 

け
i

ク
ィ
タ
ア
ム
一

1

世
の
行

®
.

は
W

年
以
俞

.の
ナ
ポ

‘
レ

オ
ン
の

.行
動

.

.に
似
た

>
9

0
然
も
此 

パ.一
點
に
於
て

>
カ
：ィ
せ
^
は

ナ

ボ
レ

オ

ン

ょ

b
も

興
罪
大
な

6

0

其
次
第

.は
一

.八
0

五—

一
 

五
年
の
頃
：は
、今
日
に
於
け
る
が
如
く
、未
だ
國
民
的
精
神
發
達
せ
ざ

6

し
が
、爾
來

一

世
紀
間 

の
努
力
は
、有
ゆ
る
；人
民
の
個
人
性
を
强
か
ら
し
め
た
る
が
故
、一
個
の
國
家
劳
く
は
聯
合
國 

に
是
等
の
國
民
を
，化
合
す
る

こ

しヾ
は
、

ナ
•
ホ

レ

オ

ン

の
T

に

は
可
能
な

-
^
し
も
、力
ィ
せ

ル

の 

下
に
は

.到
底
不
可
能

.
の
事
ビ

.信
せ
ら
る
れ
ば
な
一
り
。
：
普
#

士
は
.他

の

諸

國
0

を
服
^

せ
し 

め
む

が

爲
，唯
だ
軍

»

的
に
無
制
限
に
訓
棘
し
て
、是
：等
被
征

«

國
：：民

.ネ
高

#

な
'る
市

-民
權

0

理
想
を
與
へ
む
と

.せ
ず
。

ナ
ボ

レ
オ—

ン
帝
國
の
光
滎
た
る
挺
主
主
義
办
駿
吹
は
少
し
も
な 

:■

く
し
て
、狡

»

な
る
.龈
機
應

變

主
義

ゃ
、突
.然
の
攻
擊
ゃ
一
八
七
一
年
の
際
と
均
し
く
、今
も
：何 

實
際

'的
若
く
ば
假
，想
的
勝
利
の
瞬
間
に
行
ふ
蠻
行
の
記
錄
の
外
、何
も
の
も
在
ら
す
。
此
の 

免
き
：は

M

ち
普
#
士
 

.軍
國
主
義
最
延
五
十
年
の
歷
史
な
$
。
ナ
ボ
レ
オ
ン
の

T

K

(

m

に
狗 

1

八
：〇
七
年
フ

.
ソ
ー
ド
ン
フ
：ン
ド
の
戰
ま
で

)

於
け
る
佛
國
の
政
體
は
輿
制
政
治
及
び
野
心
の 

■

傀
«

た

る
迄
に
、其
民

.主
；的
基
因
と
矛
盾
す

.る
所
な
か
ぅ
き
。
ナ
ボ
レ
オ
ン
の
鷲
_
旗
の
下 

:

に
維

.鈉
、羅
渴
、ソ
ー
シ
ョ

1

に
進
軍
せ
し
兵

±

等
は

«

等
が
自
自
の
爲
、

«

び
つ
、
ぁ

と

^

-
-

.信
じ
居
た
り
き
。
白

?

義
、波
蘭
乃
至
セ
ル
ビ
ア
に
於
，け
る
獨
逸
の
軍
隊
も
亦
爾
か
く
信
發 

.る
や
。

ハ
ィ
ネ
と
シ
ユ

1
.マ

ゾ
，
ナ
ポ
レ
オ
シ
部
下
兵

±

の
勇
武
を

'不
朽
に
傅
へ
し
如
ぐ
、
 

外
國
の
詩
人
、外
國
の
作
曲
家
に
し

.
て

Z
w

e
i  

<
^
3
&
蒙
|

の
勇
俠
を
唱
歎
す
る
者
出
づ
可

&

や」

。

(
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以
上
述
ベ
來
ぅ
；

f

所
、近
世
軍
國
主
義
の
淵
源
た
る
佛
國
の
軍
國
主
義

V
J、

其
の
佛
國
ょ
り 

學
び
ズ
擬
に
之
を
凌
縣
せ

し

.

普

魯

士

.の

军

國

主
.義
.と

を
說
明
し
て

:

略

.
要

を

得
た
り

V
J

信
f
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士
の
そ
れ
に
揽
倣
し
た
る
名
の
な
れ
ば
、被
に
說
述
す
ゐ

:'
0

要
ぁ
ら
ざ
る
可
し
。
序
で
乍
ら
、佘 

は
左

R
.

日
本
に
於
け
る
軍
國
主
一
義
が
目
下
如
何
な
る
狀
態
に
在
る
か
を
一
瞥
せ
む
ど
欲
す
。

"

八

元
來
東
洋
の
尙
武
國
た
る
我
が
日
本
は
最
初
：怫
蘭
西
の
兵
式
を
輸
入
し
た
る
も
、後
堪
ら

j  

.切
;®
事
の
模
範
を
普
#
士

 

U

採
る
に
至
れ
气
現
に
參
謀
本
部

t

は
じ

.
め
' 軍
事
の
帷
幄
に
參 

す
る
將
校
の
大
部
择
は
獨
逸
本
國
に

.學
び
た
る
か

.f

は
獨
逸
流
の
球
事
敎
育
を
受
け
た
る 

客
に

#

る
は
な
し
。
此
の
如
く
殆
ど
一
切

.

.の
陸
軍
々
制
を
普

@

士
に
則
$
た
る
日
本
は
ゼ
ら 

に
憲
法
の
模

_

を
#
 

@+
;：

に
採
為
他
官
僚
式
の
行
政
組
織
、敎
育

S

:

及
S

術
等
の
應
用 

科
學
を
も
獨
逸
に
；學
べ

ス

か
く
文
物
制
度
の
多
く
を
獨
逸
に
學
び
た
る
我
が
國

.に
、®
逸
を 

崇
拜
し
獨
難
に
心
醉
す
る
者
の
極
め
て
多
數

$

る
は
決
し
て
怪
む
に
足
ら

t

日
本
の

®

_
 

主
義

,が
其
官
僚
政
始
と
共
に
、恰
も
普

@

士
の
分
身
な
る
か
の
如
ヾ
、世
界

.に

驚

嘆

せ

ら

を

、
故 

な

し

ビ

，せ

ざ

る

な

ぅ

。

國
■防
の
爲
ゅ
平
備
.は

當

然

國

民
S

務
に
し
て
、誰

か

之
S

し

て
2

を
柿
ま
む
や
。

國 

ブ

ー
相
.應

し

四
B

の
.
.璩
遇
に
.

#
適

し

た

る

輝

備

は

、寧

ろ

»-
し
o

.

.
:
:
.
.
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、
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If 
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If 

« 

t 

< 

J

.

;■
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,卜
.
：z
„:
i<
._,;.
-
l 然

る

に

我

が

軍

閥

.潘

流
の
間
に
は
怔
界
の
竭
去
の

歴

史

が

職
爭
.の
連
：續
の
，韻
錄
な
る
を
云

 々

し
て
、

今

後
议

族

主

義

の

降

®
經

濟

上

の

滕

迪
、交
通
の
發

達
，兵
器

の
進
步
に
速
れ
て
、世
界
列
强 

の

競

爭

は

激

烈

を
8

め
、戰
#

と
戰
爭
と
の
期
間
一
.
層

短

縮

せ
ら

る

可

き

を

皴

吹
し

て

己

^
ず

o 

ツ

宛
然
，普
#

士
苹
國
主
；義
者
の
; n

'

物
k

似
た
ら
ず
や
。
而

し

.

.
て

近

頃

最
も
世

人

の
耳
目
を
聲

_
 

せ
し
は
先
般
、

在

鄕
取
：人
會

'«1

會
.と

同

時

に
全
國

#

年
團
の
聯
合
大
會
が
苽
京
に

招

集
せ
ら
れ

' 

.

.內
務
文
部
：陸
軍
の
當

'局
者
が
織
む

R

軍
事

思

想

を

鼓

吹

し

.た
る

.

事
：是

れ

な

り
。

乙

は

歐
洲
戦 

H

け
る
獨
逸
の

.取
事
的
成
功
に
感
歎
し
て
、

*

逸
R

倣
つ
て
國
民
全

.體
に
®
事
思
想
を
吹 

.

込

み
、軍

事
的
敎
練
を
授

け

、
-朝
事
あ
る

場

合

、
直

ち

に

全

‘
.
國

總

動

員

^.
行
ふ

も

差
支
な
き
や

5 

準
備
す
る
を
目
卞
の

.急
務
；
な

.
ぅS

し

、
先づ

第

一
着
.手
と
し
て

全
國
靑
年
會
を
苹
隊
化
す
可

く 

.
試
み
た
る
も
の
な
る

可
し
。
'
某

他

®:
國
主
.義
を
皴
吹
し
、
®
事
思
想
を
布
及
す
る
目
的
を
以

て 

開
&

る
.
、
會
合
及
び
書
秦
雜
誌
の
刊
行

«
.
近
著
る
し
く

_其
數
$

加
へ
：來
れ

5

。
將
.來
の
國
家

. 

を
負
擔
す
可
き
靑
年
の
元
氣
を
振
起
せ
し
め
、目
.前
の
利
益
を
の
み
趁
ふ
成
金
思
想
の
惡
風
を 

排
除
す
る
方
法
と
し
て
此
種

0

企
窬
％

1

槪
に
排

_
斥
す
可

.
ら

す

、
又

間

：
接

；
に

社

龠

の

歡

敗

?:
防 

五
す
る
一
療
法

.
た
る
を
失
は
ざ
る
可
し
。

.：

0

 ̂

^

、だ
 

'
1

-
.
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二六 

亘
ぅ
て
何
ほ
、未
だ
終
局
の
曙
光
を
認
め
ざ
る
久
し

§

大
戰
を
戦

a

て
a

味
方
何
び
，も
國

A

疲 

.弊
の
極
に
達

.す
可
け
れ
ば

®

後
當
分
他
國
を
侵
略
す
る
の
餘
カ
を
剩

3

VC
る
可
く
、北
米
合
衆 

國
の
大
軍
備
は

.其
の

^

が
_

に
近
き
だ
け
最
も
恐
る
可
し
と
雖
、是
れ
迚
も
既
に
大
戦
に
參
加 

し
た
れ
ば
。國
カ
の
疲
弊
は
早
晚
免
れ

-
h

る
所
な
ら
む
。
併
か
も
米
國
は
國
祖
ヲ
シ
ン
ト
ン
以 

來
自

m

ビ
平
和
と
；を
以
て
立
國
の
基
礎
と
す
る
も
の
な
れ
ば
、縱
令
太
平
洋
に
於
て
、或
は
支
那 

に
於
て
、或
ば
移

S

題
：に
於
て
、我
が
國

S

利
害
の
衝
突
ぁ

b
 V

J

離
、決
し
て
容
易
に
干
戈
を
動 

か
ず
可
き
に
非
.
。

W

だ
將
來
日
本
の
禍
源
は

;

既
に
.倒

墩

し

た

る

露

西
®
ビ

、南
北
に
分

裂

し

 

て
今
尙
中
心
點
を
失
へ
る
支
那
に
在
れ

.ば
、是
等
の
方
面
ょ
り
し
て
到
る
不
測
の
變
炎
に
對
し 

て
^

分
の
防
備
を
要
す
可

し
”

然
も
軍
閥
者
流

0

云
爲
す
る
が
如
く
、我
が
國
の
危
急
が
爾
か 

く
目
前
に
切
迪
せ
ぅ
と
は
•到
底
吾
人
の
信
ず
る
能
は
ざ
る
所
な
ぅ
。

(

完)

.

な ：：：：̂

尋
で

L
o

c
k
e

は
货
幣
が
年
冷
利
子
と
稱
す
る
一
定
の
，所
得
を
生
す
る
に
因
夕
て
、土
地

W

同

1  

性
質
を
有

ず

る
の
所
以
を
說
明
せ

ん

と

す

。

即

ち
±'
地

は

新_

有
利
に
し
て
人
類
に
取
彡
て 

價
値
有

'る
ヾ
物
件
を
：天
然
：に
，生
産
す
る
の
，力
有
る
.に
枸
ら
ず
、貨
幣
は
子
を
產
む

zV
J

な
き
物
に 

し
て
何

.物
を

i

生
產
；せ
ず

.W

雖
，而
も
契
約
に
基
§
、或
者
の
勞
働
に
對
す
る
報
酬
ど
し
て
生
じ 

た
：る
其
の
利
潤
を
‘,

0

潜
の
.
懷
中
に
移
す
が
故

.な
t

是
、實
に
貨
幣
の
不
平
等
な
る
分
配
に 

因
ら
て

■惹
起
せ
：ら
る
く
所

.に
し
て
、這
般
の
不
平
等
は
土
地
の
上

.に
も
亦
’同
一
の
效
果
を
有
す 

る
も
，の
な
6
 

0,
即
ち
余

^
!
余
の
手
中
に
自
ら
賣
買
に

.使
用
す
る
を

#

、若
し
く
は
庇
：明
せ
ん
ビ 

す
る
■以
上
の
貨
幣
を
所
有
す
る
の
事
實
は
、佘

5:
し
‘
て
貸
出
、を
可
能
な

.ら
し
む
可
ぐ
、他
の
^
が 

其
の
交
易
に
使

-;
0

,す
る
を
得
：可
き
貨
幣
み
高
を
；缺
け
る

の

事
W

ば
彼
れ

を

し
て
借
入
.を
欲
せ 

:
.L

tf
-
る
な

.り
。
而
し
て
彼
れ
が
利
子
を
支
拂
ふ
ぬ
、宛
も
借
地
人
が
汝

0:
,

土
地

.：に

»
,
し
地
.代
を

_
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